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「天
寺少人の記」の関越
ll
来世にたくした恋心
141 
序青木淳氏による一連の研究「東寿院阿弥陀如来像設内納入品資料」中には、いくつかの興味深い資料が存在する。それぞれの資料については、本編の青木氏による解題に詳しいが、その中で
もとりわけ興味をひくのが、「天王寺少人の記」と名付けられた一文であ 。
本稿は、「天王寺少人の記」の内容紹介と、これがどのような思いをこめて書かれたものなのか、
を明らかにしようと試みたものである。
まずは、
ができる。
第一段は、「少人・:さくらいろなり」。第二段は、「しろ・き・:こしにきしたり」の部分。第一一一段は、「さりたうの:・すかたなり」である。第一段では、「少人」の天王寺でのありさまが書かれている。「少人」とは、少年、つまり稚児のこ である(以下稚児とす )。その稚児の年は十五、顔は丸みを荷び、愛々しく桜色をしているという。第二段は、稚児のまとっている衣裳に関する記述である。白い小袖を着て、生絹織の大口袴には「洲流し」(紹地に金、銀の砂子を置き散らして、洲を流れ 水の様子をかたどった模様)をあしらってある。そしてアゑこは」 直垂と、小袴 つけている。それらには、白い生絹の裏地がついており、白い糸の結紐と菊綴がなされている。丹漆に箔をほどこした空色の扇(扇而には月
が描かれ いたか)を持ち、笛を腰にさしていた、という。
第三段は、記述者の印象にのこった稚児の行動について描写した部分である。舎利堂 内の開
き戸のある部屋で、稚児が一前文する姿が拙かれ る。この第三段は解読不明な部分が多 、細かな意味は把握しがた 。だ 、解読不明な部分が多いにもかかわらず、稚児のう しい姿 はっきりと想像できる部分である(国
1参照
)0
稚児に関する描写
資料の記述内容を簡単に見てゆきたい。
この記述は、
稚児は何者か
次に、記述内容から推測される稚児像について述べてみたい。
その内容から三段に別けること[~[ 1 公家主子()!何者I胤 PJ;(色の本!日lt'li Ý.'. J 光HH I\ I反)
天王寺はいうまでもなく、四
天王寺のことであるから、この稚児が四天王寺にいた稚児であることがわかる。天王寺は、御所の大内楽所(京都楽所ともいう)、興福寺・春日大社・東大寺などの南都楽所(奈良)と援ぶ三方楽所 一である。天王寺楽所に隠しては 『徒然草」第二百二十段に、次 ような記述がある。
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区J 2 説糊寺桜会の主主~H(; (フミ狗本子家守君主{統日本絵巻大成 19 中央公論宇1: より
「何事も辺土は賎しくかたくななれども、天王寺の舞楽のみ都に恥ぢず」といへば、天王寺の伶人の申し侍りしは 「当 楽は、よく留を調べあはせて、物の音のめでたくとと ほり侍る事、外よりもすぐれたり。故は、太子の御持の関、今に侍るをはかせとす。いはゆる六時堂の前の鐘なその声、黄鐘調のもなかなり。史、暑に蹄ひて上り下りあるべき故に、ニ月浬般市会より聖霊一会めでの中聞を指砲とす。都蔵の事なり。この一調子をもちて、いづれの声をも とのへ侍るなり」と申しき。
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この記述から、天王寺楽所の演
奏のレベルが都に劣らないほど高く、また楽所慨もその演奏に強い自信をもっていることがうかがわれよう。天王寺は、童舞(鴎
2参
臨むの舞手、あるい 楽人として多くの稚児を抱えてい と思われる。稚児の年は十五歳。伊藤清郎氏や吉田靖男氏によると、寺社に入
属した桂児は、十五歳で得度(出家)、ニ十歳で受戒するのが原別であるという。原則に従うならば、得度、つまりは剃髪していてもいいはずであ が この稚見 それをしていないようである 実際、十五歳で得度、二十歳 受戒という原則は、中世には舷しく守られてはいなかったようで、十五歳を過ぎ も、剃髪しない稚児がたくさんいたようである。この稚児も
人であったの
そのような稚児の
であろう。稚児の髪型は通常垂髪であるが、の形状と色の説明にとどまっている。第二段の部分は、装束についての描写であった。この稚児は、白い小袖の上に大口袴をはき、直垂と小袴をつけていた。絵巻物などの分析から、稚児は通常、水干姿をしていることが明らかになっているの 、こ 稚児も水干を着た格好をしていたと考えてよいだろう。これには、次の記述が参考になるかもしれない。応永三年(二一一九六)成立の「法体装束抄』
の記事である。この世一回は、高倉永行
(?1
一四一六)という公卿によって書かれたものである。
次の記述は、「童体装束事」中「水干之事」の一節である。
ここには、髪の毛の美しさに対する描写はなく、顔
又単ぐみとて水干のひぽにするくみあり。袴も上におなじ色なり。ぬいやうはひた、れのはかまに同じ。こしまたも白すvしなり。練生いづれもしさいなし。但単水子よりく〉りの時はかならずすずしたるべし。菊関も色々の糸なり。水干の色にはへあふやうにすべし。とぢ所。上は五所なり。ちをもとづる事あり。それは衣文にさしあひてわろき也。袴は股立ひざ問所なり。又住ある単。水干井長絹の水干には色々の糸の菊鴎。生よ く〉りひぽ等なり。衣をかさねず。口ハ大口ばかりの色々の小袖など着する事しさいなし。
又袖のう(中略)
「天王寺少人の記」中では、アゑこは」という言葉が何を指すかが不明なので、何色の直垂と小
袴であったかは筆者にはわからない。だが、「法体装束抄」の記述を見る限り、色などにはあまり厳しい制制限はなかったようである。それよりも、生地の素材や、紐 通し方、結び方により注意が向けられている。 といって、色が重要ではないかといえば、そうは一一一一口えまい。「ゑこは」が色名をさすのか、 いは文掠の種類をさす言葉 の は、今後の課題としておきたい。ともあれ、この稚児装束に関する詳細 記述は、今後、稚児研究 貴重な一資料と るだろう。ところで、この稚児は空色の一廓を持ち、笛を腰にさしていた。扇は稚児の持物の一つである。
ただし、笛は必ずしも持っていなければならないもの はないから この推鬼は童舞を舞う人ではなく、笛が達者な楽人 一人であったので ないだろうか。
第三段からは、金口和堂で読経を行なう稚児のひたむきで、あでやかな姿が自に浮ぶ。どうやらこの稚児は、記述者 存在に気付 な よう ある。稚児にそ がれた熱い視線 みが感じ
られる。
「天王寺少人の
の内容から筆者の頭に浮んだ稚児後は、以上のようなものであった。
「天王寺少人の記」
はなぜ書かれ、遺されたのか
これまでは、記述内容からそこに描写されている稚児に焦点を当ててきたが、
王寺少人の記」を書いた 物と、その動機について私見 述べてみたいと思う。
この記述者は、結縁者中の人物であると思われるから、男性であり、かつ僧侶、あるいはそれ
に准ずる人物であろうと推測される。少なくとも寺社に関係のある者であること 、まず間違いない。僧侶が美しい稚児に恋するという、当時の物語や歌、絵巻などが数多く残されているという事実は、中世史や男色に関心のある者ならずとも、よ 知っていることであろう。物語では円秋夜長物語』(南北朝時代成立)や『松帆浦物語』(永正七年〈一五一
O
〉以前成立か)、「幻夢物
語』(文明十七年〈一四八五〉以前成立か)、『鳥部山物語」(室町時代成立て和歌では「楢葉和歌
これ以降は「天
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雑部・(素俊撰・嘉
槙一一一年〈一二三七〉成立一鎌倉前期の奈良歌墳を知る貴重な資料)、「続門葉和歌集」恋部(醍醐寺報恩院の吠若麿、嘉宝麿一端・嘉元三年〈 一ニ
O
五〉真名序一一醍醐寺歌壇を知る貴重な資料)、宍女撰和歌集」恋部(輿雅撰・貞和以降応安こ年〈一一一一六九〉以前の成立一山城悶真 阜市安祥寺関係の僧侶、稚児の歌を多く収載)、絵巻では、司稚見之草子』(醍糊寺蔵)、円稚児観音縁起』
(個人蔵)、などが宥名である。これらについては、それぞれ先学に研究があるので、ここではその内容には立ち入らない。だが、「天王寺少人の記」の記述内容や、先に挙げた数々の稚兇に関する資料などから判断すれば、記述者は抽出侶である可能性がもっとも高い。したがって、本稿ではひとまず記述者を僧侶と仮定しておくことにする。先に述べたように、平安時代以後(特に院政期以昨)、僧侶と稚児の恋物語や恋歌などが大量にのこされるように る。この持期、いわゆる「童子信仰」が高まったことは、五味文彦氏や、鎌田東二氏らの研究によって明らかである。また、この「章子信仰」興隆 背景には「末法思想」の影響が強いことが、小山総子氏によって指摘されている。つまりは、こうである。章子は宗教界と俗世界との媒介的存在であり、神仏に近い存在であると考えられた。それゆえ、章子形の殊菩薩、地蔵菩躍、製徳太子像、弘法大陣像が作られたり 描かれたりし 小山氏はそこに、源信の吋往生要集』(寛和元年〈九八五〉成立)による織 観念の形成に代表される、「末法思想」の強い影響があったこ を指捕す 。末法の世にあっては、自分たち 織れた入国であり、住んでいるところは綴土、すなわち織 た地であると認識されて た そ 犠れから救ってくれる存在として、仏菩薩の使者で、識れを厭わない章子 姿をしたものへの信仰 生ま 、そし 盛んになったというのである(現在でも四天王寺では種々 叢舞が行わ て る。限
3参煎
)0
ともあれ、平安時代以降このような章子に対する神翠視というのが形成されたことは確かであ
り、その影響により 様々な稚児に関 る物語や絵巻物などが作られたことも また事実である。
「天王寺少人の記」に話を戻そう。これが舎かれたのは、年号記載のある他の像内納入品から
考えても 平安末期から遅く も鎌倉前期 あ 可能性が高 。つま 記を書 人物平安末期から鎌倉前期に生き いた人であり さらに想像をたくましくすると、身分がそ ほど高くない(権力があまり い)か、あるいは性格的にはどちらか いえばひかえめな人物であったのでは かと、筆者は考える。なぜなら、この記が恐らく来世に稚児と結ぼれる とを祈念して仏像内に入れられたものである 忠われ からである。現世において稚児 ょせ 思いが成就していたなら、このような文書を仏像内に入れ 必要はない。身分が高 ったり いは積撞的な僧であれば、恋歌や恋文 どを贈って、現世での恋 成就を何としてもなしとげ う するはずである。だが、この記述者はちがう。彼は 成就し得なかった恋 来世 実現しようと願っているのである。すなわちこの「天王寺少人の記」は、阿弥陀仏と結縁する を目的とする ともに、こ 稚克とも結縁したいというこ重の結縁意識に基づいて書かれたものではな
陸13 天王寺「聖霊会J (者協会 5天王寺鋒楽j 議談社より)
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かろ、っか。
阿弥陀仏に能楽へ導いて欲しいとする気持ち、
そして天王寺で見てから忘れることの
できなか たうるわしい稚児との恋の成就、
このこつの願いがこの
「天王寺少人の記」
にはこめ
られているのではないか、
と筆者は考える。
? ?
青木淳「仏師快慶とその信仰圏」伊藤唯真編
吋日本仏教の形成と展開い
(法蔵館、
平成十四年十月)、
向「仏師快慶と天台関係の造像活動」
(吋日本宗教文化史研究い第七巻第
日本宗教文化史学会、一平
成十五年十…月)、
などを参照されたい。
? ?
延慶本
吋一平家物語い
「紅ノ溺ノ月出シタル」という部分がある。これは、
八嶋の合戦で那須にす
lま
が射る一騎の的に書かれた絵に関するものである。
つまり、
延慶本では、
那須与一が射た扇の的には丹が
描かれていた、
とされているのである
(党一本系統は
「日出シタル」)。
したがって、稚児が持っていた
一局も月 拙かれたものであったと思われる。
? ?
国ーは公家童子の半坑姿であり、
ヴ天王寺少人の記」
の記述と同じではない。
ただし当時、寺社に属
する稚子には公家階級出身の者が少なくなかった。もし、
」の稚子が公家出身の者ならば、
図ーのよう
な姿をすることもあったに違いない。
? ?
一月、二三二
から引用した。
?
木藤才蔵校注吋徒然草」(新潮日本古典集成、昭和五十二重舞など、稚児が関わる芸能に関しては、土屋恵氏による一連の研究が参考になると忠われる。
? ?
恵吋中世寺読の社会と芸能」(古川弘文誠、平成十三布十一月)などを参照されたい。伊藤清部「中世寺社にみる宮山県い 中世寺院史研究会編「中佐寺院史 い下、法蔵館、昭和六十一一一年三月所収)、吉田靖男「奈良時代の州何度と受戒 年齢について」(続日本紀研究会編認制日本紀の時代町塙者 局、一平成六年十二月所収)を参照さ 。小松茂英吋日本絵巻史論」第五二小松茂美著作集い第一二十一一真)、黒田日出男直情補
? ?
旺文社、平成十
一一月、二七八
姿としぐさの中性史」(平凡社ライブラリー、乎成十四年十月、五十入賞、六
十四一良)などを参照されたい。
? ?
塙保己一編吋群書類従』第八輯(装束部・文筆部)、統慨貯蓄類従完成会、昭和三十五年開月訂正第一一一版、一一一六
01
一一一六一寅。
? ?
五味文彦吋院政期社会の研究い(山川出版社、昭和 十九年十一月)、鎌田東一一 編「翁童信仰」(民衆宗教史叢書第二十七巻、雄山閤出版、平成五年五月 所収の諸論稿 れたい。
(叩)
小山聡子「中品以前期における章子信仰の輿陵と末法思想 (石川教史学研究い第四十一一一巻第 号、品川教史学会、乎成十二年十 月)、「末法の散における織れとその克服
i
章子信仰の成立|」(今井雅晴編
吋中世仏教の展開とその基盤町大歳出版、一平成十凶年七月)
(岩井
茂樹)
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